
テロワール
この「土地」には、気象条件、土壌、標高など、１つの“クラフト
ビール”が出来上がるまでのすべての環境を意味します。

瀬戸内の温暖な気候、中国山地の寒暖差、そして、中国山地から

瀬戸内海へと流れる３本の河川。

晴れの国おかやまに息づく「テロワール」に惚れ込んで移住した

島の「クラフトビール醸造家」と里山の「ホップ農家」、２人の

造り手をお招きし、「土地」への想いやクラフトビールについて

熱く語っていただきます!!

～晴れの国の ～
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岡山県県民生活部
中山間・地域振興課
☎086-226-7862
（月～金・祝日を除く）

認定NPO法人ふるさと回帰支援センター
岡山県担当アドバイザー（金子）
☎090-6344-1948（水～日・祝日を除く）

幼少期、祖父母が住む笠岡市六島へ遊びに行くと、島のみんなが「おかえり」と

迎えてくれていた。

大阪で働いていたとき、久しぶりに祭りの手伝いで島を訪れ、「人と

心が通じ合う」感覚を思い出し、ここが自分の生活にマッチする場所だ！

と確信し、地域おこし協力隊として移住。

島にあった「金色の麦畑」を復活させたいと考え、島で収穫した麦を使っ

たクラフトビールを造ろうと決心。

現在は、ひじきや牡蠣など地元にこだわったオリジナルクラフトビールを

手掛けている。

京都生まれで、農業は全くの未経験。20歳頃に就農したいと考え、30歳

まで会社員をしながら就農資金を貯める。

妻の実家である新庄村での「役場勤務×就農」を勧められ、移住を決意。

就農のための作物を検討していた際、たまたま読んだ雑誌の記事で、ホップ

栽培の可能性を感じ、栽培を始める。

現在、10aの農園で、10種類のホップを栽培し、隣市のクラフトビールの原材料

として使用されている。


